
週間国際経済2015（22）  ０８／２４～０８／３０ 

 

08/24・日本企業の海外M&A、1-8月で７兆円突破 年間過去最高（14年）を上回る 

    上場企業全体の手元資金が過去最高に（昨年末105兆円）問われる有効活用 ＜１＞ 

 

08/25・日経平均895円安 NY株一時1000ドル超下落 円急騰116円台 ＜２＞ 

    円一時6円近く上昇（NY市場） 市場動揺、リスク回避の動き 上海株は8％安と急落 

  ・日銀の保有国債300兆円突破 市場比率３割 金利乱高下リスクはらむ ＜３＞ 

  ・原油価格、低迷長期化へ OPEC増産で供給過剰 米も原油輸出を部分解禁 

  ・東アジア経済連携（RCEP）閣僚会合で交渉の枠組み合意 

    自由化率目標、10年で80％で決着（クアラルンプール、24日） 

  ・南北、緊張緩和で合意 北朝鮮「準戦時」を解除  

 

08/26・日経平均1万8000円割れ 上海続落、欧米は反発 

    前日比733円（４％）安、6日連続で下げてこの間の下落幅は2800円 

  ・中国が追加金融緩和 0.25％利下げ、預金準備率も0.5％引き下げ 

  ・日生、三井生命を買収 3000～4000億円で株8割 国内再編で競争力 

  ・ASEAN経財相会議が終了 経済共同体（AEC）議論が難航 

    各国景気が減速するなか自国市場開放をためらう機運が強まる 

 

08/27・日経平均570円高で1万8000円台回復 

  ・米経済シンポ（ジャクソンホール、26日）開幕 米利上げ、軌道修正あるか 

    ダドリーNY連銀総裁、9月利上げ「数週間前より必然性が低下した」発言に注目 

  ・NY株反発619ドル高（26日）利上げ先送り観測で過去3番目の上げ幅 

 

08/28・米利上げ時期、揺れる観測「9月見送り」広がる 中国不安が背景 

  ・NY株大幅続伸一時300ドル超上げ（27日）上海株も6日ぶり反発 

  ・日経平均1万9000円回復 原油3年ぶり上げ幅 NY市場一時43ドル台 

 

08/29・市場混乱ひとまず収束 記録ずくめの1週間 ＜４＞ 

  ・人民銀、今週の資金供給5000億元（約9兆5000億円）「中国発の危機」封じ込め 

    軍事パレードへ安定優先 習主席訪米へメンツ保つ 

  ・日本７月消費支出0.2％減、2カ月連続マイナス 物価は横ばい ＜５＞  

    消費、猛暑でも動かず 食品値上げ重荷で高齢者の節約響く 

  ・フィッシャーFRB副議長 9月利上げ「結論まだ」市場の混乱見極め 

 

08/30・東南アジア景気減速鮮明 主要5ヵ国（4-6月）4.2％成長 ＜６＞ 

    前期より0.2ポイント低下 中国景気減速で輸出減、内需にも陰り 

  ・円急騰、ヘッジファンド主導 4年半ぶり大規模円買いで売越額が大幅減＜７＞   

      



 


